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▲熊本市の宮本財務局長″出こ寄附金を手渡す

JARAクルーブ今井会長111と‖JARA北 島社長姓

▲熊本城にも寄附金を贈呈する

今井、北島の両氏

」ARAグ ループ(今丼雄治会長)・mJARA(東

京中央区・北島宗尚社長)は、この度、熊本地震

の被災地へ寄附を行つた。熊本地震は昨年4月

14日 から同 16日 にかけて震度7規 模の大型

の地震が熊本地方を中心に2度 発生、震度階級

制定後初の異常な地震のケースとして注目さ

れている。一連の地震 (余震)回数も内陸型で

は1995年 以降最多。現地の被害は甚大で現

在も復旧活動が行われている。

今回の被災地への寄附は」ARAグ ループ執

行部の呼びかけにより寄附が集まり、3月 30日

に今井会長と北島社長が熊本市を訪れ、同市の

宮本財務局長へ目録を手渡した。

寄附金は学校や道路の再建など、同市が行う

災害復旧、復興事業の支援として役立てられる

予定で、応対に出た宮本財務局長は「復興には

まだまだ長い年月を要するJと話した。

また、llllJARAでは、震災で甚大な被害を受

けた熊本城への支援に対しても復興城主制度

を通じて別途に寄附。北島社長は「県民のシン

ボルとなっている熊本城の復興の一助になれ

ばJとJARAグ ループの想いを託し、寄附を贈

呈.熊本市からは同社に「城主証Jとともに謝辞

が贈―lれた。

ちなみにこの復興城主制は熊本県が震災以

前かll同城支援者のために制定していた「一口

城主制Jを今回の震災を機会に復活させたもの

で、熊本城災害復興支援金制度と並行運用して

全国規模の熊本城復旧活動を呼び掛けた内容

となつている。協力した城主の芳名板デジタル

化や特典などが用意されている。

mJARAは 、震災発生直後に被災地周辺の会

員への災害状況調査ほか、支援物資を送り込む

などの対応を図ったが、同社を中心に2011年

3月に発生した東日本の震災で体験した自動車

リサイクル事業者間の「絆Jの大切さを胸に、物

資搬送のため自ら被災地へ駆けつける会員も

いた。

今丼会長も東日本震災復興に走り続けた自

身の経験から、「震災の記憶や復興への想いを

風化させないためにも、今後もできる限りの支

援をしていきたいJと思いを寄せている。

■ ‐  |■ ||■ ||||||■ |■ |||‐ ■ | |

自動車リサイクル事業の持つ特性から、大型

の災害発生にはその後の車両に関する専門的

な復旧支援作業が必須で、東日本震災では長

期にわたる組織的な支援を」ARAグ ループは

積1017的に呼びll卜け、行動を起こした経験を持つ

ている。今回の熊本震災支援もこの経験が生き

ていると言えそうだ。

▲席災直後の熊本城本丸の被災状況 (1常大林組のHPか ら)

▲修復工事が始まっている熊本城{沐力大林組のHPから)
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く左が基本方針を説明する

llk高橋商会の高橋敏会長。

右が各種会員指標の活用方法を

解説するい」ARA北 島宗尚社長

用すべきかを解説、今後の例会での研修の基

本姿勢を示した。

今回のカテゴリー分け例会の実施は3月に

開かれたグループの年次総会で発表された

もので、会員各社の事業規模に応じた共通課

題の解決を図るために全体を三段階のカテゴ

リーに分けて審議されるもの。

これまでの地域単位の例会であつたブロッ

ク会議をベースにさらに立体的に会員間の課

題解決に取り組む。早速開催された午後から

の第一回目のカテゴリー分け例会では活発な

討議と具体的な目標の設定が行われた。

午前の講演会で登壇した高橋敏会長は「」

ARAグ ループは本格的な在庫共有システム

を活用した自動車リサイクル事業者の組織戦

略では常に王道を歩んできており、基本の方

lyl炉赳抒蜀隆魃珈顆輻颯慇疵跛漑 咸黎咤胚ρ鱚燎

蛉顆躊勒蝙飩躙褥雖隋粽糀蠅儘心魏瘍儡骰儡埒

針に関しては確信を持つている。伝統の「絆」

重視の志向を再確認して、現状保有している

組織の資産をさらに活用し、構成メンバーの

業績拡大に取り組んでほしい」と参加各社を

激励した。

またそれを受けて具体的対応についてい」

ARAの 北島宗尚社長は「グループで組織的に

自動車リサイクル部品の流通に取り組むメ

リットは共有在庫の高度な活用がポイントにな

る。幸いグループでは各種のデータを長期に

わたつて蓄積しており、これを微細に分析する

ことで各個社の業界内での立ち位置が明らか

になる。これを踏まえ個別の経営戦略の立案

が可能となり、組織戦の効果をもっと発揮でき

る。先行する好事例を参考に研鑽に取り組み

たい」と語り、新しい方向性を示していた。

▲総員73人 が参加して開かれた第一回JARAカ テコリー分け例会の説明会

4月 22日 、」ARAグ ループといJARAの 両

者は会員企業への支援策として検討してきた

「JARAグ ループカテゴリー分け例会」の第 1

回目の発会式を都内で開催、その具体策を明

らかにした。当日は会員企業63社 フ2名が出

席し、午前の講演会と午後の分科会に分かれ

て制度の内容の解説が行われた。

まず、グループ三大信条唱和から始まつて、

」ARAグ ループのそもそもの背景から今日に

至る経緯について、グループを代表して北海

道釧路のい高橋商会の高橋敏会長が参加メ

ンバーに講演、今回のカテゴリー分け例会の

意義を説明した。

そのあと、帥」ARAの 北島宗尚社長が現状

の」ARAグ ループが既に蓄積してきた各種の

会員指標(帳票)を今後の経営にどのように活

席
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いビッグウェーブ(服部厚司社長)は4月21

日、約40人 の参カロを得て、広島県呉市のい荒

谷商会で工場見学を兼ねた加盟店代表者全

体会議を開催した。

い荒谷商会での工場見学と全体会議は同

日午後2時から始まり、工場見学後、いビッグ

ウェーブ第53期 の進捗状況と今後の見通し

について本部からの報告が行われ、その後討

議が展開された。

会議後は広島市南区のグランドプリンスホ

テル広島に席を移し、懇親会も開かれ近況の

1青報交換がなされた。

翌日22日 は希望者を主体に午前 10時 か

ら地元の観光に出発、安芸の宮島、厳島神社

などを周つた。

ビッグウェーブ本部ではこの加盟店代表者

全体会議は今後毎年4月開催を定例化する方

針で代表者間の情報交換に力を入れる。

蘊膊瘍陽覺疱戌鰈

鰊聰靡緻跛隋鼈勒
特定非営利活動法人全日本自動車リサイク

ル事業連合 NPO」 ARA(高 橋敏理事長)は5

月23日 、都内のlkl」ARA本 部(紅花ビル6F)

で第13回通常総会を開催する。(詳報次回号)

▲0菊荒谷商会会議室でビッグウェーブ第53期 の進捗状況を聞く参加者 ▲憫荒谷商会の工場を見学する参加者 ▲今回の全体会議に参加した代表者全員の記念撮影



今年から」ARAグ ループは新戦略・カテゴ

リー分け例会制度を打ち出す。その戦略展開

の中心的役割を果たすのがエヌズコーボレー

ションいの中村保文社長である。グループのブ

ロック部長の肩書に新しい職責がカロわつたこと

になる。高年式車両のオークション買い付けを

ベースに在庫毎月一回転の高度な手法で一気

に粗利益アップの状態に持ち込こもうという中

村戦略の今後が注目される。

あなたはいつからお父様の会社を引き継いだ

のですか。

中村 21歳 の時です。父が文字通りの急逝で

心の準備もする間もなく、慌てて家業を継いだ

というのが実情でした。こじんまりと自宅の庭で

自動車の解体をやつていたわけで、当時は部品

の生産販売を考えに入れることなく、只、解体

一筋でした。私自身も漠然と父の家業を手伝つ

ていたというのがその頃の状況でしたね。

お父様の急逝後のご苦労は言葉には言い尽く

せないものがあつたでしょう。・。

中村 私の会社の人脈は全部父親が築いたも

のだつたので、若いわたしが急に会社の跡取り

だと名乗りを上げても、誰もまともに請け合つ

てくれませんでしたね。わたしの人柄や考え方

をしつかり取引先に分かつてもらえるまではほ

んとうに苦労の連続でした。わたしのカラーを

打ち出すまで10年はかかりました。

今の状態に成長されるまで、だいたいどのよう

な歩みをされましたか。

中村 20年 前に大手の部品流通組織に入会

するチャンスを得ました。そこで部品の生産販

売をはじめて本格的に勉強することができまし

た。いまでは当たり前のプレスやニブラですが、

その組織入会が契機で設備投資が必要だとい

うことを学びました。国内部品販売に手を広げ

てようやく世間並みのリサイクル事業規模に前

進することができました。リサイクル部品流通

に足を踏み入れたのはわたしにとっては大きい

規模拡大のきつかけになりました。

なるほど。それでは御社の現状について説明

してください。今、現在どのような経営をされ

ていますか。

中村 現在、総社員は30人 おりまして、月間の

プロック体制にカテゴリー分け例会を上乗せ

会員企業の潜在力表画化めざし指揮官立候補
く「新戦略・カテゴリー分け例会制度で利益拡大狙いま刊 という

     静 岡 県 の 中 村 保 文 氏 (45歳 )
中村保文」ARAグ ループブロック部長

入庫台数は150台 くらいです。仕入れは全部、

中古車オークシ∃ンで買い入れです。但し、仕入

れの段階で徹底して売れ筋の車両を狙います。

150台 の入庫でざつと2000点 弱の部品を生

産しますが、このうち1500点 を当月中に一回

転させます。目標は入庫即販売完了で粗利を

確保する姿勢です。例えば売れ筋5割、在庫5割

でだらだら仕入れを続けますと、いつかはプラ

スマイナスゼロ状態になつて利益率は急激に

低迷します。ですから毎月在庫一回転を目指す

というわけです。在庫量を絞り込んで短期間に

回転させる戦法です。今のところは軌道に乗せ

ています。これで当社では高年式の売れ筋品を

取りそろえていますというアピールをしている

わけです。社業にスピード感が生まれるように

なりました。今後さらにこの手法に磨きをかけ

るつもりです。

あなたは今年からJARAグ ループのブロック

部長に就任されましたね。プロック部長の仕事

とはどういうものですか。

中村 地域のブロックの動きを中央でまとめる

作業です。わたしも初めての部長就任ですので

これから勉強開始ですが、これまでの経験を生

かして頑張るつもりです。簡単に言いますとこ

れまでのブロック制度は地域を平面で捉えてい

ましたが、今回、新しく採用されたカテゴリー別

例会は各メンバーの課題を立体的に取り上げ

ますので、状況はガラリと変わると思います。と

いうわけで、わたしの責任はとても重いものに

なりそうです。それに、カテゴリー別制度は開始

間もないので具体的になにが新しい課題なの

かはこれからはっきりしてくると思います。緊張

感を持つて臨んでいきます。

中村さん自らが新しいブロック部長に立候補さ

れたと聞きましたが"

中村 最近のリサイクル事業を囲む市場環境

は油断は許されません。時間を追うことに緊急

の度を増していると感じています。そこでメン

バー各位の事業所単位の問題解決が急がれる

状況ではないかと自分なりに考えるようになり

ました。敢えて立候補した理由を挙げればそう

いう心境がきつかけでしょう。すべての点で次

の場面に入つて行つているという認識が根底に

あります。分かりやすく言い換えますとマンネリ

の打破ですよ。メンバー各位の思いも高まりを

見せていますので、一致団結でかなりの前進が

期待できます。地域単位に例会を持つという感

覚から、抱えるテーマ毎に例会を開いて積極的

に課題解決に取り組むという感覚に変化したと

いうことでしょう。

ところで自動車産業界は急速に電気自動車

化、自動運転化の方向に走り出しましたが、今

後の自動車リサイクル事業に与える影響はど

のようなものになるとお考えですか。

中村 わたしは自動車の保有量に占める最新

車両の比率はそんなに急激に拡大はしないの

ではないかと見ていますので、時間的に見ます

と今後の20年 くらいは基本の形は変わらずに

進展していくのではないかと予想しています。

但し、事業者の意識というか経営の手法につい

ては全ての点で相当な底上げの状態が進ん

で、企業の淘汰は進むと思います。このあたり

の変化がどのような形を取つて表面化してくる

のかが分からないというのが問題です。あらゆ

る場面を想定して今から着実に新しい危機に対

応できるよう準備が必要ですね。

あなたはお父様の逝去という事実から若くし

て企業の責任者になつたことになりますが、そ

のことがいまのご自身にどういう影響を与えて

いると感じておられますか。

中村 経験した苦労というのはこの業界人なら

だれでも経験する人並みの物だつたとは思い

ますが、若くして急に相談相手が居なくなつた

経験というのはほんとうに辛いものでした。こ

んなことになるならもつと真剣に父親の言うこ

とを聞いておけばよかったと何度も思いまし

た。しかし、そういつた苦悩が今のわたしの基礎

の部分を造つていると確信しています。結果と

してこの業界で生きて行こうと思つている人材

なら一生のうちで遭遇する現象はやはりみんな

同じではないでしょうか。古い諺ですが「若いう

ちの苦労は買つてでもせよ」というのは当たつ

ています。会社を経営する立場の人材ならそれ

はなおさらでしょうね 。̈

JARAグ ループでの中村プロック部長の活躍

に大いに期待します。

中村 少しでも各位の期待に応えられるよう頑

張ります。



ビッグウェーブグ′レ棘ゾ

BWグ ループに今年2月入金
リビルト部品の供絵で本領発揮

▲ATMのリビルト部品では定評ある  ▲森下明美フロント担当
0カリピート

ベストリサイクラーズアライアンスの構成メン

バーであるいリピート(岡田誉拍社長)が今年2

月に正式にビッグウェーブグループに入会した。

同社は国産 輸入双方のAttMのリビルトメーカー

で同社の今回の入会はビッグウェーブグループと

同社の双方にとつては戦力拡大に繋がる。

●フロントは女性陣で固める

そんな同社のフロントで活躍中なのが森下明

美さん (35歳 )だ。彼女は入社前に運送会社で

経理を5年 間担当、運送事業の車両管理などを

経理の側面から学んだ経験がある。その後、いリ

ピートの求人に応募、同社のフロント業務に就

き、今年で6年 目を迎える。

「当社に入社直後は自動車部品の項目が多く

一から自動車についての勉強で、電話の受け答え

も思うようにならず、苦労の連続でした」と当時を

顧みる。幸い、過去の運送会社での経理の経験か

ら自動車の運行については予備知識があつたこと

も手伝つて、苦しい時期は早々に切り抜けた。

リビルト部品、とくに高額なAttMの 取引は最

終のカーユーザーに至るまでに部品販売事業者

と整備事業者のふたつの取引先が存在してい

る。メーカーである同社はそのふたつの立場を

考慮に入れながら、買い手である部品販売業者

と商談するのは簡単ではない。「時間の制約と複

数の買い手の立場を考えながら短時間に答えを

出すのは慣れるのに時間がかかりましたJとい

う。要するに売りつぱなしは絶対に出来ないビジ

ネスというわけで「先輩からはかかつて来た電話

は]秒以内に受話器を取れと厳しく教えられ、緊

張の連続でしたが、今思えば良い訓練を受けた

と思つていますJともいう。

今外部からの情報の伝達にも力

フロントの役割は受けた顧客かllの様々な情

報を全社に均等に連絡することも重要で、彼女

を含め同社のフロント担当者は外部からの問い

合わせには企業の窓口として特別の注意を払つ

ている。

また同社では即販売可能な商品在庫を約30

00基 準備しており、基本は即納をモットーに体

制を整えている。今回のビッグウェーブグループ

入会を契機に、さらに森下さんを筆頭に同社の

フロントの活躍の場が広がりそうだ。

大阪市東淀川区大桐4の 3の 8

丁EL06 6990 5660陶

新 株式会社 」ARA
〒1030027 東京都中央区日本橋1-2-2 親和ビル7階

TEL 03 3548 3010 責任者/柴 田 純奈

JAttA翁 震

躍翻盟4年ell業の金属∽鬱舗
今年鐵月の人禽警都晶強イと

▲地元新日鉄広畑製鋼所直納指定の ▲小畑正暢国内部品課長
|カイボキン

今回登場の兵庫県たつの市のいイボキン(高

橋克実社長)は今年2月にい」ARAに 入会したば

かりの新進会員だが、その背景は創業が昭和24

年の総従業員 130人 規模、解体、金属、環境、自

動車リサイクルの四部門を統括する地元では有

数の総合リサイクル企業。運輸部門や最終処分

場も併営する「再資源化はワンストップで」を合

言葉にする新日本製鉄広畑製鐵所直納指定の

資源再生業者である。

◇帥」ARA入 会で部品販売強化ヘ

自動車リサイクル専門の担当者は6人で、月間1

50台 の解体f」ら約4400点 の部品在庫量を持つて

いる。今回の∧TRS導 入でとりあえず総在庫5000

点以上を目指して早急に部品の増産に踏み切る。

自動車リサイクルを受け持つ龍野工場で同部

門を管理しているのが小畑正暢課長(59歳 )だ。

同氏は爛イボキンでは運輸部門、金属部門、産廃

部門などを経験した後、8年 前に自動車リサイク

ルの責任者になつた。

同社ではまず鉄スクラップを優先する体制

だつたが鉄相場の急低迷を経験後は自動車リサ

イクル部品への関心も強くなり、とくに自動車リ

サイクル法施行後、部品取りの比率を高める動

きに出ていた。今年に入り、それを本格化させる

ためい」ARAへ の入会を決めたことになる。「今

回の入会を機にスクラップ生産との兼ね合いに

目処が立ったのでリサイクル部品の生産販売に

改めて力を入れる」という。

◇車両集めの潜在力は十分で1零来有望

総合リサイクルの基盤を持つ同社ということ

から自動車リサイクルの潜在力は現状の倍以上

はあると観測され、政策転換で入庫台数確保の

見通しま立つている。

また小畑課長自身ももとは地元兵庫県の名門

新車ディーラー神戸マツダでのサービス部経験

が20年 というベテランで、クルマ知識について

は十分なものを持ち合わせており、今後の部品

販売積極化で実力は開花しそう。

「早急に手持ちのインターネット出展の在庫を

ATRSに 集中させ、部品の生産と販売のマニュ

アルを統一させたい。当社のリサイクル部品戦

略を強化するJとしている。頼もしいキーマンが

また一人増えた。

兵庫県たつの市揖保川町揖保中198の 1

TEL0791 6フ  2000

」ARAグ ループ会員

蜀隧贔鉤鶴1競1筋菫議:競療議菫1鶉鍼鰺鶴
鰤人採用機輝なで販売力増強
個人の議力豊かす育成手法

▲」ARAグループの活動に積極参加の    ▲芳野馬安新入社員
い石川商店

今回の」ARAグ ループの訪間先は0石 川商店

(石川孝社長)である。最近の事業環境の低迷に

奮起して業績の拡大に力を注いでいる。グルー

プの各種の例会にも積極的に参加し、組織の流

れに沿う動きで注目される。

そういう同社では今年も新人を採用し教育の

真つ最中だが、今回は同社の今年の新入社員芳

野駿君(18歳 )の動きを追つてみた。

●リサイクルの中堅だが人材確保に力

同社は解体台数月間で60台 、部品在庫量は1

500点 の規模。扱いは軽四と乗用車I」
N主体の中

堅である。そういう同社に今年4月 1日付けで入

社したのが芳野君である。

彼は同社入社が決まつた昨年の夏にアルバイト

の形で早速、現場に入り、業務を体験した。梱包作

業、部品取り外し、洗車、車両解体などを体験した

という。はじめての自動車リサイクル会社での実務

体験は「部品の取り外しが一番面白かつた」という。

そして今度は年が明けて正式な入社となり、

約 1カ月が過ぎた。改めて梱包、洗車、解体を経

験し、さらに検品と作業伝票作成に進んで、新し

い業務を学びつつある。

昨年夏のバイト経験と比べると、やはり今度は

真剣勝負なので「毎日の雰囲気はちよつと違つて

緊張感が漂います」と正直だ。

●機書と歌にも自信ある今の若者

というわけでまずまずの社会人生活をスター

トしたが、実は芳野君にはまだふたつの側面があ

る。それは学生時代に居酒屋とラーメン屋でそ

れぞれ1年ずつアルバイトした経験がある。そこ

では接客も経験し、いろんな来店客と会話を交

わすのが楽しかつた。

さらにもう一つは彼の歌の趣味がある。好き

が高じてわざわざ東京までプロのボーカルの

レッスンを受けに出かけたキャリアもある。とい

うことで対人能力はかなりのものを持ち合わせ

ているようだ。

石川商店入社がきつかけでこれらの対人能力も

早晩表に出てくる気配も濃い。本人に言わせれば

「歌手になりたい気持ちはまだあるJという。流暢に

接客できるいまどきの自動車リサイクルマンが同

社に現れたようだ。既成概念を破る次代のキーマ

ンが出てきたと思つてもいいのではないだろうか。

愛矢□県安城市村高町藤野里108

丁EL0566 99 0フ 48

株式会社 ビッグウエープ
〒497‐0005 愛知県あま市七宝町伊福鍛治屋前58

TEL 052 441 7502 責任者/森 川 信也


